
廃止措置が進む 「もんじゅ」 のサイトを活用して、 新しい試験研究炉を設置します。
JAEA は、 試験研究炉の設置主体として、 京都大学や福井大学と連携して、 試験研究炉の詳細
設計を進めています。

新しい試験研究炉は、 中性子ビーム利用を主目的とする熱出力 10MW未満の水冷却炉です。
西日本における原子力分野の研究開発 ・人材育成の中核的拠点としての役割と地元振興への貢献
していきます。

試験研究炉は、 試験研究炉本体、 中性子ビームを用いて実験を行うビームホール、 中性子を照射
した試料を取扱う照射後試料取扱い施設、 原子炉管理棟から構成される複合施設として検討を進め
ています。

新しい試験研究炉には、 様々な特性（エネルギー）を持つ中性子を供給する機能とともに、 その特性に応じた様々な実験装置を試験研究炉の周囲
やビームホールに多数設置する計画です。

様々な実験装置を設置することでユーザーの要望に応え、 多様な分野の利用者の交流によって、 イノベーションが創出されることが期待できます。
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研究炉の性能目標を設定
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原子炉設置許可申請に向け、
専門企業の協力を得て、今後
より詳細な設計活動へ
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中性子ビームを利用するための主な実験装置
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試験研究炉JRR-3（原子力科学研究所）に設置されている中性子実験装置と産業応用分野の例

施設配置のイメージ

試験研究炉本体

ビームホール

照射後試料取扱い施設

原子炉管理棟
原子炉中心・施設の配置は検討中のため、 実際の配置と異なる場合があります


